



-Uber den Spielbegriff und



































































































































































































べて非社交性から生じた果実である」 (Alle Kultur und Kunst, welche die Menschheit
ziert, die schonste gesellschaftliche Ordnung, sind Friichte der Ungeselligkeit.).更
に,別の観点から人間を考察しよう.カントは言う- 「自然の歴史は善から始まる.それは
e2)
神の業だから.自由の歴史は悪から始まる,それは人間の業だから」 (Die Geschichte der
Natur f云ngt vom Guten an, denn sie ist das Werk Gottes ; die Geschichte der





































































































う言う,- 「認識能力の遊びにおける自発性(Spontaneitat im Spiel der Erkenntnisver-
mogen)は,自然の合目的性の概念をして,自然概念の値域と自由概念の領域とを統合する媒





























































eines freien Spiels der Erkenntnisvermogen)こそ,普遍的に伝達されねばならない」
(S. 56).換言すれば,我々が美的判断において普遍的に伝達しうるのは, 「構想力と悟性と
の(この二つの認識能力の合致が,認識一般に要求される限りにおいて)自由な遊びにおける



























































から自由概念の領域-の移行を可能ならしめる」 (LVI, S 34).だが,前に引用した文では,














































































ところで, 「美的芸術は天才の所産としてのみ可能である」 (§46, S 160)から, 「美的




天成の心的素質(ingenium)であると. 」 (§46, S 160).天才は,カントによって「主観
における自然(die Natur im Subjekte) 」 (§46, S 160) ,あるいは「主観の自然(die


































一せしめる能力」 (§49, S 172)なのである.天才の本質をなす才能は,この精神なのであ
る.この精神によって,天才は「ある種の表象の際の心の状態における名状し難いもの(das
Unnennbare in dem Gemiitszustande)を表現し,たとえその表現が言語で,あるいは絵画で,
あるいは彫塑であるにせよ,普遍的に伝達可能ならしめる」 (§49. S172)のである.それ
故にかかる精神は, 「美的理念の表現の能力」(das Vermogen der Darstellung云sthetischer






























奉も決して生起せしめえず,ただ,主観の自然(die Natur des Subjekts)のみが実現しうる
ようなこれらの能力の均衡(Proportion)と調和(Stimmung)を前提する」(§49,S 173)と.
かくして,以上から天才とは,一言で云えば「その認識能力の自由なる使用における主観の
天賦の才の典型的独創性」 (die musterhafte Originalitat der Naturgabe eines Subjekts
lm freien Gebrauche seiner Erkenntnisvermogen) ( § 49,S 173)と要約しうるであろう.
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識〔能〕力の遊びの教説は,カント美学の本来的な主要思想である」 (Menzer : Kants AsthetiK
in lhrer Entwicklung, Berlin 1952 S 137.)
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